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クマガイソウめ採種法  

長谷川 暗，中 杉 光 広＊，五 井 正 憲  

A Seed HarVeSting Method of Cypripediumjaponi’cum Thunberg  

AtsushiHASEGAWA，Mitsuhiro NAKASUGIand MasanoriGoI  

The process of seed development and sure methods of getting seeds wereinvestigatedin Cypripedium  

ノ坤07ヱ乙C㍑れ  

1It was dif董icult to find matured capsule containing solid seedsin the habitat When ovary was bagged with  

aluminium foilor polyethylene film alter pollination，however，many CapSules developed normally  

2 Fifty percent or more of capsules bagged with aluminium foiland 40％ to 50％ of them bagged with  

polyethylene film developed Aluminium foilwas usefulas compared with polyethylene filmin this experiment  

It was easily bagged and董ixed on the capsule and kept theinternaltemperaturelow，Which may Eeflect the  

sun light 

3 Capsule attained the maximallength by the end of two months after pollination，Whereasits diameter  

increased gradually with the maturity 

4 The capsule was about5cminlength，12to13cmin diametar and weighed2O to25g at harvest The total  

seed weight per capsule was1329mg and the number of seeds wasestimated to belOOOO to25000a capsule  

5 The harmfulinsect that eat placentaltissue the capsule o董Cyp jaPonLCum WaSidentified asMelanagromγZa  

tokunagaiSasakawa  

摘  要   

クマガイソウの種子発芽の研究に必要な種子を得るために，採種法について検討するとともに人工受粉後の子房の  

生長と種子数について調査した。  

1自然では充実した種子の入ったさく果を見つけることは困難であるが，開花2～3日後にがく，花弁，唇弁を  

ピンセットで取り除き，柱頭の両側にある花粉塊をピンセットで取りはずして柱頭に受粉したのち，子房に袋を  

被せることで結果割合が高くなった。   

2結果割合はポリエチレン袋では40～50％であったが，アルミホイル袋でほ50％以上であった。アルミホイルの  

場合任意の大きさの袋が作れること∴袋を被せたあとロを閉じるのが容易なこと，陽光が入らず袋内温度が上が  

りにくいなどの利点もあり，ポリエチレン袋より実用的であると考えられた。   

3子房の長さは受粉後2か月でほほ最大となり，径は5か月後の種子の完熟期まで漸増した。重患は2か月まで  

急増したが，4か月後からわずかに減少する傾向が見られた。   

4 さく果は長さ約5cm，径12～13cm，重量2．1～2．5gであり，1さく果中の平均種子垂は132，9mg，種子数ほ   

10000～25000であった。   

5クマガイソウのさく果内の胎座嵐織を食害する昆虫はシュンランクキモクリバェ財♂Jα乃αg710mツZαfo烏祝乃αgαZ  

Sasakawaであった。  

＊現在 岡山県立津山東高等学校   
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緒  ロ   

クマガイソウは日本の代表的なランで北海道南部から九州に分布し（6），また中国の広い範囲にも自生している‥t）。普  

通ブナ帯とクリ帯の山地斜面の腐植に富んだ林床や，人家に近い竹林内に群生し，4月下旬から5月上旬に2枚の扇  

形の其の間から伸びた花茎上に特徴的な花を閃く。クマガイソウは山尊家に人気があり，庭園の樹下に植栽されたり  

鉢植えとして栽培され，また茶花として使われることもある。しかし，クマガイソウの栽培についての研究は皆無に  

等しく，栽培条件ほ明らかでない。そのためにクマガイソウほ栽培がむずかしく，毎年花を咲かすのほ困難な植物と  

されている。  

クマガイソウは栽培と同様に種子発芽がきわめて困難であるが（4），この方面の研究はあまり進んでいない。その理  

由の一つに，自然状態でほさく果がなかなか見つからず，研究を行うに十分な義の種子を入手しにくいことが考えら  

れる。   

開花後の株を観察すると，自然状態では子房の肥大したものがあまり見つからず，見つかったとしても大部分ほ子  

房の表面に小さな孔があけられていて，子房の肥大が停止していることが多い。このような子房を切り開いてみる  

と，開花後1ヶ月以内の子房内部には姐虫が存在し，梅雨前の子房では蛸の脱け殻があり胎座部が食害されているこ  

とが多い。また梅雨時の雨で子房の先端部が腐敗裂閲し，内部の胎座が微生物で汚染されているものも見られる。   

以上のことから，健全なさく果を得るにほ虫害から守り雨を防ぐことが必要であると考えられる。本研究はクマガ  

イソウの採種を目的とし，人工受粉と袋かけの効果についての検討と，受粉後における子房の発達と種子数について  

調査した。  

調査場所及び方法  

香川県内にほ阿讃山脈山放の所どころにクマガイソウが自生しているが，調査は大川郡長尾町前山で実施した。調  

査対象の群落ほ標高約300m，樹令10ん15年のスギ，ヒノキの林内で∴泉に面した斜面にあり，はば10m四方の広さで  

ある。スギ，ヒノキは1967年3月の雪で倒伏したマツの跡地に植えられたものである。改植後数年間ほこれらの樹木  

が小さいために林床に陽光が強くあたりすぎ，また多くの植物，特に蔓性植物が繁茂した。このような環境はクマガ  

イソウの生育にとってきわめて不適な条件であるため個体数が少なく，開花数も数本から数10本と少なかった。そこ  

でクマガイソウ以外の下草せ・刈り，樹木が生長するにつれて枝打をするなどの管理をした結果，1975年から1978年ま  

でほ開花数が増加した。しかし，1979年以降はスギ，ヒノキが生長したために光毘が減ったことと，台風により群落  

周辺の土砂が流失するなどで環境が悪化したため，個体数が減少するとともに開花数も減少した。因に1979年におけ  

る群落の総個体数は894本であり，そのうち開花した数ほ296本で開花率ほ331％であった。また，1982年には，群落  
周辺部の照度が樹林地外の照度の約100分の1に低下し，開花数は9本に激減した（第1表）。   

5月上旬の開花期に，開花2～3日後の花を選び，がく，花弁，唇弁をピンセットで丁寧に取り除いた。次に柱頭  

の両側にある花粉塊をピンセットで取りはずして柱頭上に着けた。受粉後ずい柱及び子房が完全にかくれるように袋  

を被せ，袋の口は子房の下にある包薬の上で閉じた（第1図）。使用したポリエチレン袋は10×10cmの市販品を使い，  

子房に被せたあとロを輪ゴムでとめた。－カアルミホイル製の袋ほ，台所用アルミホイルを10×10cmの大きさに切  

り，それを2つ折りにして5×10cmの袋を作り，子房に被せたあと指で抑えてロを閉じた。   
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Table 1 A王－nualchang？Of the number of  
f】owersin‖－e 

． 

Year  i975 ユ976197719781979  

N汀mberofi）Iants 
f】owere〔1  l］8 279 372 390 296  

Ⅰミatio of柑75  ］00 236 315 331 25】  

Fig，1．An aluminium foilbagcovered the  

OVary Of Cッ♪7一ゆ♂d～■祝7花ノα♪07Z7c7イ77？  

aiter the artlflLlal polllnatlon 

結  果  

袋かけの効果は明確であった（第2表）。人r二受粉をせず∴袋かけもしなかった対照区では，24花中1花の子房が発  

達し，秋にほ健全なさく果として採取できたが，ノし丁二受粉しても袋かけをしない場合，昆虫による食害と腐敗のため  

に1975年，1977年の結果割合はいずれも0％であった。これに対しポリエチレン袋をかけた場合40～50％の結果割合  

となり，同様な効果はアルミホイル袋でも認められた（第3表）。1975～1978年の閏，予虜の発達について調査するた  

めに，生長中の子房をいくつか供試した。アルミホイル袋をかけた場合の結果割合はポリエチレン袋の場合よりもす  

ぐれ50％以上であったが，1979年にiま31％に低下した。結果割合の低Fの原柳ま不明であるが，前述のように群落を  

Taと）k2 Ei‘fect of artificjaipo】1inatio11all（ibaggi王1g  

OVar）r Witlll）01yet王1yie】1e bag on fruitiJlg  

PolIinated  

Bagge（lwitll  

POlyethyielle  
Not t）agged  

Year  1977  1975 1977 1976 1977 

NulTlber of  
l）01最1ate（ifiowers  

Nu】¶ber of  
harvested capsu】es  

Perelltage Of  
harvested capsule  

24  iO   50   10  20  

1  0  0  4  10  

4  0  0   40  50   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学農学部学術報告第38巻 第2号（1987）  66  

とりまく環境の悪化により，棉物体が貧弱になり，花も小さくなったため，受粉後の子房の発達が十分に進まなかっ  

たことが考えられる。  

1975年と1977年に，受粉後の子房を半月ごとに．5個採取し，子房の発達について調査した結果（第2図），1975年と  

1977年では子房の長さに差があったが，径および藍盈には大きな差がなかった。子房の長さは受粉後2か月日にほほ  

最大に達した。子房の径ほ半月後から2か月日にかけて増加し，その後は5か月後の10月まで漸増した。これに対し  

重畳は2か月日まで急増したが，4か月後からはわずかであるが減少した。  

Table3  Effect oL artificialpollination and  
bagging oY今rywith aluminium foil  
bag on frultlng  

Year 19751976197719781979  

Number of pollina－  
ted flowers（A）  108  264  278  390  282  

Number of capsules  
used for anatomト 41  0  52  68   0  
Calstudy（B）  

Numberofharvested32146112130  
CapSules（C）  

87   

Percentage of  
CapSules＊  68  55  59  51  31  

＊（B＋C）／AxlOO 
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Fig2 GrowthoftheovaryofCγPripedium jaPonlCumaftertheartificialpollination  

Five ovaries were harvested for experiment at every half month   
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種子の発達したさく巣ほ普通10月末から11月にかけて裂閲し，種子を飛散させる。受粉後袋かけをしなかったさく  

果と，ポリエチレンまたはアルミホイルの袋をかけたさく巣の10月上旬における状態を第3図に示す。袋かけをしな  

かったさく果ほ細かく濃緑色で∴和郎こほ1～数個の孔が見える。この孔は食害昆虫の脱出孔である。一方袋かけを  

したさく果は肥大しており，アルミホイル袋をかけたさく果の大きさは∴浪部から包薬までの長さが5．1～5．4。m，肥  
大部分の長さは4・3cm，径は1・ト1・3cmであった。また，さく果の重畳は2．1～2．5gで種子董ほ105～125mgであった  

（第4袈）。さらに，さく果当たりの種子重の頻度分布ほ60mg以下のものから300mg以上のものまであったが，80～  

Fig・3・AppearanceofthecapsulesofCypripediumjaponl’cumin  
early Oc10l〕er．  

A：Pollinated artifjciaily but without bagging．There are  

SOme eXit holes（eh）byinsect on the capsuIe．  
B：Po11inated artificially and bagged with polyethylene  
bag．  

C：Poilinated artificialIy and bagged with aluminium foil  
bag．  
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See（i＼Veight（mg）  

Fig，4．Histogram of the seed weightin a capsule of Cyf）rZ’pedlum jaPonl’cum．  

One hundred and twenty nine capsules were used for thjs experiment．   
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100汀塔が最も多く，129さく呆の平均種子垂ほ132．9mgであった（第4図）。さく果当たりの種子数は4000～6000から  

22000～24000の範囲で，14000～16000のさく果が最も多く，大体1さく果中には10000～25000種子があるといえる  

（第5表）。  

The capsule size and the weight of  
Seeds per capsule  

Table4  
Table5NumbeIO董seeds per capsule  

Number of seeds Number oL   
（Ⅹ103）  capsules  

Year  1975  1976  1978  

Number of capsules  29  50  104  

Length of capsule（cm） 5”1 53  54   

Diameter oicapsule（cm）1。2  13  1小3  

Weight of capsule（g）  2．1P 2．5  25  

Weightof seさds（mg） 105  ＊  125  

4－6   

6－8   

8－10   

10－12   

12－14   

14－16   

16－18   

18－20   

20－22   

22－24  

＊Not weighed  

考  察  

クマガイソウほクリ帯とブナ帯下部に分布するが（6），暖地に自生している群落は地温の上がりにくい北向きの傾斜  

地に多い川〉。また中国には漸江，安徽，江酉，湖南，湖北，隣西，四川，貴州と広範囲に分布するが，自生地ほ標高  

1000～2000mの林床および竹林内である（1）。本研究の対象群落は東向きで，春から秋までの生育期間中は午前と午後  

に2時間ほど陽光が射しこむ砂貿土壌の斜面にあり，同じ山系でほいずれも北向きかまたほ東向きの斜面に群落が散  

在している。このようにクマガイソウは温度が上がりにくく，水が停滞せずに流れる環境を好むと考えられる。クマ  

ガイソウの地下茎は，一般に地面に平行して地下10～20cmのところを働旬する。地下茎の節からほ長さ5～20cmの根  

が数本生じるが，根被ほ未発達であるため，根被の発達した近縁種のPα♪ん乙坤♂dまJ㍑mに比べ養水分の貯えがほとんど  

できない（5）。そのために地温が上がりやすく，乾湿の差が大きい南向きや西向きの場所は，ク・マガイソウの生息にとっ  

て不適当であるといえる。   

自然状態でほクマガイソウのさく果を見つけることはむずかしいが，同様なことほシュンランでもいえる（2）。シュ  

ンランの自然状態での不稔は主として受粉障害によるもので，シュンランの開花時がまだ低温であるために受粉媒介  

昆虫が活動せず，そのために受粉されにくいと考えられている。   

クマガイソウの訪花昆虫については観察していないので明らかでないが，自然状態で柱頭上に花粉塊が着いた花を  

見ることがあり，またある程度肥大した子房を見ることもあることから，昆虫による受粉が行われていることはまち  

がいないと思われる。開花約1か月後の5月末に小孔があいている子房を3個採集し，カラス容器内に置いたとこ  

ろ，6月初めに計4個体のハエが羽化した（第5，6図）。同定の結果，シュンランクキモグリバェ・一財eJα乃αgr07乃yZα  

£0烏祝乃αgαiSasakawaであることが判明した。このハエの産卵痕はクマガイソウの開花前あるいは未受粉花の子房にほ  

認められず，受粉を終えた花でのみ観察された。シュンランクキそグリバェほ体長約2mln，体ほ黒色，廼ほ無色透明  

のノ＼ニLである。このハエは広く分布していると考えられ，これまでにシンビジウム属のシュンランやカソランなどの  

花茎や花らいを食害するばかりでなく，エビネ，キュビネ，キリシマエビネ，サルメソエ・ヒネ，アマミュヒネ，ニオ  

イェ・ピネなど春季崩芽型のエヒネ属の新芽をも食害することが知られている＝tl｝。本研究から，シュンランクキモグリ  

バェは・ンプリペジウム属の植物をも加害することが明かとなり，また加害部位がこれまで知られている花茎，花ら  

い，新芽だけでなく，子房にまで及ぶことが明らかとなった。   
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Fig．5．A capsule of Cypripedium japonicum（below）damaged by  

Melanagromyza tokunagaiSasakawa（above）and the cast¶Off  

She11（p）．  

妄言11～【iニ  

Fig，6．Adult flies of Melanagromyza tokunagaiSasakawa・  

ランの子房の肥大についての報督はいくつかあるが，それらほ10釧間隔で特定の個体について調査したものである。  

本研究やマクガイソウでほ，半月l矧覇でアルミホイル袋をかけた子房を採取して調査したので蔭接ほ比較できない  

が，子房の長さが一定値に達するfニ！数ほ，シラン，エビネ爪， ツルラン，ガンゼキランt8），キリシマエビネ，ニオイェ  

ビネくg）が30E】～50【ヨであるのに比べ，クマガイソウはカランセ・カルディオグロッサ8〉，アマミュビネt9）と同様に60！三J  

であると考えられる。・山一方子房の径ほ，上述のエビネ属の全様で50～70【ん二】後に一定他に達するのに比べ，クマガイソ  

ウでは子房がほぼ完熟する5か月後までゆっくりと増加しつづけるようである。クマガイソウの種子の完熟には約5  

か月を要するが，近縁種のPα♪ゐわ♪♂df／〟′乃CO乃COわ7・（5）の8～10か月に比べて短く，また種子数はP．co乃COJo7・が約50000  

であるのに対し10000～25000と少ない。   

クマガイソウは周囲の環境が変わると群落が消滅することがしばしばおこり，また地F‾茎の伸長によって群落が毎  

年数cmから10cm移動するので生息地を指成して保護することも困難である。近年ほ山野草ブームのために自生株が乱  

放され，また土地開発により群落が消滅しつつある。アメリカ合衆iき蔓lミネソタ州は，すでに1925年に州議会でl射卜lの  

野生ランの保言隻法を成立させ，Cッ♪7・オ♪gdオ㍑771Cα／c♂OJ㍑∫やCッ♪，7一♂g∫乃αβの保護と増殖につとめ，特殊な増殖用湿地まで  

考案している持）。クマガイソウの保護を牒える場合，自生地の保護指定はもとより，指定地域の光条件をある程度人為  

的に調節する必紫があると考えられる。もともとブナ桁，クリ帯の落葉広葉樹の林床を好んで群生することからもわ  

かるように，この種ほ木洩仁】が射す場所でほよく生育する。⊥かし∴経済林木のスギ，ヒノキが植栽され，間伐が行  

われない林床では照度が低下し，群落が消滅しやすい。したがって，枝打や間伐により光掛を調節することほ最少限  

必要で∴光条件さえ調節できれば群落を永続させ，開花数を多く維持することほ可能である。   

本研究結果から，人工受粉後にアルミホイルあるいはポルエチレンの袋で子房を被うことにより，クマガイソウの  

採種が容易になることが明かとなった。実用面から考えると，アルミホイルでは任意の大きさの袋が作れること，袋  

を子房に被せたあと指で抑えるだけでその日を閉じることができること，また夏の陽光をさえぎることで袋内の温度  

が比較的上がりにくいことなど，ポリエチレン袋にくらべいくつかの利点をもつ。このアルミホイル袋を用いた採種  

法は，他の多くの野生ランばかf）でなく，ラン科以外の植物にも応用しうると考えられる。   
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